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人
文
・
自
然
・
人
間
科
学
研
究
第
四
四
号
一
―
一
四
頁
二
〇
二
〇
・
一
〇

澤
田
次
郎

福
島
安
正
「
慶
応
元
年
ヨ
リ
明
治
四
十
年
ニ
至
ル
履
歴
」

資
料
紹
介

キ
ー
ワ
ー
ド

�福
島
安
正
、
陸
軍
、
参
謀
本
部
、
情
報
、
諜
報
、
工
作
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス

福
島
安
正
（
一
八
五
二
―
一
九
一
九
年
）
は
明
治
陸
軍
の
情
報
活
動
の
中
核
を
に
な
っ
た
人

物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
福
島
は
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
か
ら
翌
九
三
年
に
か
け
て

行
っ
た
シ
ベ
リ
ア
単
騎
横
断
に
よ
っ
て
国
民
の
間
で
有
名
と
な
り
、
日
露
戦
争
前
か
ら
後
に
か

け
て
参
謀
本
部
第
二
部
長
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
後
に
参
謀
本
部
次
長
、
参
謀
次
長
の
要
職
を
つ

と
め
、
関
東
都
督
の
任
を
終
え
た
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
大
将
と
な
り
後
備
役
に
編
入
さ

れ
た
。

明
治
期
の
日
本
陸
軍
の
情
報
活
動
を
研
究
す
る
上
で
、
福
島
は
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
避
け

て
通
る
こ
と
の
な
い
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
福
島
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
詳
し
い

も
の
と
し
て
「
福
島
将
軍
年
譜
」
太
田
阿
山
『
福
島
将
軍
遺
績
』（
東
亜
協
会
、
一
九
四
一
年
、

大
空
社
、
一
九
九
七
年
復
刻
）
巻
末
所
収
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
と
補
い
合
う
形
で
、
秦
郁
彦

編
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
第
二
版
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
、
あ
る
い
は
歴

史
群
像
編
集
部
編
『
日
露
戦
争
兵
器
・
人
物
事
典
』（
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
二
年
）

所
収
の
福
島
安
正
の
項
が
あ
る
（
後
者
は
長
南
政
義
氏
の
執
筆
）。

し
か
し
な
が
ら
よ
り
詳
細
な
も
の
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
福
島
安

正
関
係
文
書
」
請
求
番
号
九
二
に
、
「
慶
応
元
年
ヨ
リ
明
治
四
十
年
ニ
至
ル
履
歴
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
福
島
の
署
名
が
な
さ
れ
た
ペ
ン
書
き
に
よ
る
自
筆
原
稿
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ

う
に
一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
か
ら
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
ま
で
の
自
身
の
履
歴
を
記
し

た
も
の
で
、
そ
の
時
期
に
限
っ
て
は
、
先
に
あ
げ
た
文
献
を
大
幅
に
補
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
履
歴
書
は
福
島
の
研
究
を
行
う
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と
な
る
が
、
比
較

的
分
量
が
多
い
た
め
、
筆
写
に
は
そ
れ
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。
そ
こ
で
研
究
者
の
便
を
考
慮

し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
の
許
可
を
得
た
上
で
、
こ
こ
に
紹
介
、
翻
刻
す
る
こ
と
と
し
た
。

〔
凡

例
〕

一
、
原
文
に
頁
番
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
表
紙
を
入
れ
な
い
一
頁
目
を
〔
１
頁
〕

と
し
、
以
下
同
様
の
形
で
原
紙
の
順
番
に
し
た
が
っ
て
頁
番
号
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
載
し
た
。

二
、
表
紙
タ
イ
ト
ル
の
「
慶
応
元
年
ヨ
リ
明
治
四
十
年
ニ
至
ル
履
歴
」
、
一
頁
の
「

仕
官
前
履

歴
」「
文
官
履
歴
」、
四
頁
の
「
武
官
履
歴
」
の
小
見
出
し
は
、
識
別
し
や
す
い
よ
う
太
字
ゴ

シ
ッ
ク
体
に
改
め
た
。

三
、
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
、
句
読
点
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て

タ
イ
ト
ル
を
除
い
て
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
入
れ
た
。
ま
た
旧
字
体
は
新
字
体

に
改
め
た
。

四
、
原
文
は
基
本
的
に
黒
イ
ン
ク
の
ペ
ン
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
所
々
赤
イ
ン
ク
で
書
か
れ
た



〔
表
紙
〕

福
島
安
正
「
慶
応
元
年
ヨ
リ
明
治
四
十
年
ニ
至
ル
履
歴
」

〔
１
頁
〕

仕
官
前
履
歴

慶
応
元
年
、
和
蘭
銃
を
用
ひ
二
百
発
の
射
撃
を
為
し
、
松
本
藩
主
戸
田
光
則
よ
り
賞

を
受
く
。

同
三
年
二
月
廿
五
日
、
軍
事
修
業
の
為
め
松
本
を
発
し
て
江
戸
に
来
り
、
旧
幕
臣
鈴

木
邦
三
郎
の
塾
生
と
な
る
。

戌
辰
〔
戊
辰
〕
の
役
、
父
安
広
、
奥
羽
征
討
の
軍
に
加
は
り
従
ひ
、
越
後
口
に
出
陣

し
、
安
正
は
藩
命
を
以
て
松
本
に
帰
る
。

明
治
二
年
、
藩
主
、
朝
廷
よ
り
召
さ
れ
て
上
京
す
る
に
従
ひ
、
東
京
に
出
て
、
四
月

廿
一
日
よ
り
開
成
所
に
入
り
、
英
学
を
修
め
、
続
て
同
四
年
三
月
ま
て
大
学
南
校
に

在
学
せ
り
。
後
ち
学
資
支
へ
ざ
る
を
以
て
退
学
し
、
更
に
北
門
社
、
蘭
疇
社
等
の
私

立
学
校
に
在
り
て
英
学
を
研
究
し
、
同
六
年
に
至
る
。

文
官
履
歴

十
三
等
出
仕
申
付
候
事

司
法
省

明
治
六
年
四
月
三
日

補
十
一
等
出
仕

陸
軍
省

明
治
七
年
九
月
十
五
日

〔
２
頁
〕

参
謀
局
分
課
申
付
候
事

陸
軍
省

明
治
七
年
九
月
十
五
日

第
一
課
分
課
申
付
候
事

陸
軍
参
謀
局

明
治
七
年
九
月
十
五
日

御
用
有
之
横
浜
表
へ
差
遣
候
事

陸
軍
参
謀
局

明
治
七
年
十
二
月
廿
五
日

御
用
有
之
大
坂
表
へ
差
遣
候
事

陸
軍
省

明
治
八
年
二
月
十
九
日

第
一
課
分
課
差
免
第
五
課
分
課
申
付
候
事

陸
軍
参
謀
局

明
治
八
年
四
月
十
五
日

福島安正「慶応元年ヨリ明治四十年ニ至ル履歴」
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部
分
が
あ
る
。
た
だ
し
一
読
し
た
限
り
で
は
、
そ
こ
が
特
別
重
要
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
は

見
え
な
い
。
あ
と
で
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
赤
で
記
さ
れ
た
中
に
は

�を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
①
、

�と
い
っ
た
形
で
番
号
が
ふ
ら
れ
て
い
る
個
所
も
あ
る
。
た

だ
し
そ
う
し
た
番
号
の
参
照
先
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
回
の
翻
刻
に
目
を
通
す
限

り
で
は
意
味
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
念
の
た
め
、
赤
字
で
記
さ
れ
た
部
分

は
す
べ
て
太
字
に
し
て
識
別
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

五
、
赤
の
取
消
線
が
引
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
ま
ま
忠
実
に
再
現
し
た
。



御
用
有
之
横
浜
港
へ
差
遣
候
事

陸
軍
参
謀
局

明
治
九
年
一
月
九
日

御
用
有
之
下
の
関
へ
差
遣
候
事

陸
軍
参
謀
局

明
治
九
年
一
月
十
四
日

補
十
等
出
仕

明
治
九
年
二
月
廿
二
日

〔
３
頁
〕

陸
軍
中
佐
関
迪
教
御
用
有
之
横
浜
被
差
遣
候
に
付
随
行
申
付
候
事

陸
軍
参
謀
局

明
治
九
年
五
月
廿
二
日

米
国
費
拉
特
費
〔
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
〕
府
博
覧
会
へ
差
遣
候
事

明
治
九
年
六
月
廿
三
日

正
院

同
七
月
十
一
日
出
発
、
同
十
月
三
十
日
帰
朝

補
十
一
等
出
仕
（
官
吏
の
等
級
十
五
等
を
十
七
等
ま
て
に
改
正
せ
ら
れ
し
結
果
）

明
治
十
年
一
月
十
三
日

参
謀
局
附
申
付
候
事

陸
軍
省

明
治
十
年
一
月
十
三
日

第
五
課
分
課
申
付
候
事

陸
軍
参
謀
局

明
治
十
年
一
月
十
五
日

御
用
有
之
大
坂
表
へ
差
遣
候
事

陸
軍
参
謀
局

明
治
十
年
二
月
二
十
日

征
討
軍
団
書
記
申
付
候
事

征
討
総
督
本
営

明
治
十
年
二
月
二
十
三
日

同
廿
五
日
筑
前
博
多
に
上
陸
し
、
尓
来
本
営
に
従
ひ
、
肥
後

�摩
大
隅
日
向
の
間

に
あ
り
。
細
島
に
至
る
に
及
ひ
脚
気
病
に
罹
り
後
送
せ
ら
る
。

〔
４
頁
〕

武
官
履
歴

任
陸
軍
中
尉

歩
兵
科
と
定
め
ら
る
。

明
治
十
一
年
五
月
七
日

参
謀
局
伝
令
使
被
仰
付
候
事

陸
軍
省

明
治
十
一
年
五
月
七
日

参
謀
本
部
出
仕
被
仰
付
候
事

陸
軍
省

明
治
十
一
年
十
二
月
九
日
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参
謀
本
部
伝
令
使
更
に
被
仰
付
候
事

陸
軍
省

明
治
十
一
年
十
二
月
廿
六
日

参
謀
本
部
伝
令
使
被
免
教
導
団
歩
兵
大
隊
附
被
仰
付
候
事

明
治
十
二
年
三
月
廿
七
日

陸
軍
省

教
導
団
歩
兵
大
隊
附
被
免
参
謀
本
部
管
西
局
員
被
仰
付
候
事
陸
軍
省

明
治
十
二
年
八
月
九
日

御
用
有
之
清
国
被
差
遣
候
事

参
謀
本
部

明
治
十
二
年
八
月

同
年
八
月
十
五
日
東
京
出
発
、
上
海
天
津
を
経
て
北
京
に
至
り
、
更
に
内
蒙
古
多

倫
諾
尓
〔
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
〕
に
旅
行
し
、
再
ひ
往
路
を
経
、
十
二
月
二

〔
５
頁
〕

十
五
日
帰
朝

参 ①

謀
本
部
管
西
局
員
被
免
同
部
出
仕
被
仰
付
候
事

明
治
十
二
年
八
月
十
六
日

陸
軍
省

叙
従
七
位

明
治
十
三
年
二
月
十
四
日

参
謀
本
部
出
仕
被
免
教
導
団
歩
兵
大
隊
附
被
仰
付
候
事

陸
軍
省

明
治
十
三
年
二
月
二
十
八
日

教
導
団
歩
兵
大
隊
小
隊
長
更
に
被
仰
付
候
事

明
治
十
三
年
六
月
廿
三
日

陸
軍
省

第
三
中
隊
第
一
小
隊
附
更
に
被
仰
付
候
事

明
治
十
三
年
六
月
三
十
日

陸
軍
教
導
団

教
導
団
歩
兵
大
隊
小
隊
長
被
免
参
謀
本
部
長
伝
令
使
被
仰
付
候
事

陸
軍
省

明
治
十
三
年
十
月
二
十
九
日

山
県
本
部
長
へ
随
行
、
下
志
津
原
へ
被
差
遣
候
事

明
治
十
三
年
十
一
月
九
日

参
謀
本
部

〔
６
頁
〕

参
謀
本
部
管
西
局
員
兼
参
謀
本
部
長
伝
令
使
更
に
被
仰
付
候
事

明
治
十
四
年
三
月
二
日

陸
軍
省

山
県
参
謀
本
部
長
、
三
越
并
に
加
賀
地
方
近
傍
へ
地
理
視
察
及
ひ
加
賀
三
越
出
張
の

序
を
以
て
因
伯
地
方
巡
回
被
仰
付
候
に
付
随
行
被
仰
付
候
事

明
治
十
四
年
六
月

参
謀
本
部

福島安正「慶応元年ヨリ明治四十年ニ至ル履歴」
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一
等
給
下
賜
候
事

明
治
十
四
年
十
月
一
日

陸
軍
省

御
用
有
之
横
浜
港
へ
被
差
遣
候
事

明
治
十
五
年
二
月
二
十
三
日

参
謀
本
部

御
用
有
之
東
京
鎮
台
諸
兵
演
習
地
へ
被
差
遣
候
事

明
治
十
五
年
四
月
六
日

参
謀
本
部

参
謀
本
部
管
西
局
員
兼
同
部
長
伝
令
使
被
免
同
部
出
仕
被
仰
付
候
事

明
治
十
五
年
七
月
廿
四
日

陸
軍
省

〔
７
頁
〕

御
用
有
之
清
国
へ
被
差
遣
候
事

明
治
十
五
年
七
月
廿
四
日

陸
軍
省

御
用
有
之
朝
鮮
国
へ
被
差
遣
候
事

明
治
十
五
年
七
月
三
十
日

陸
軍
省

御
用
有
之
清
国
へ
被
差
遣
旨
達
し
相
成
候
処
今
般
御
用
有
之
朝
鮮
国
へ
被
差
遣
候
に

付
て
は
右
御
用
済
之
上
清
国
へ
出
張
可
致
此
旨
相
達
候
事

明
治
十
五
年
七
月
三
十
日

此
時
は
則
ち
花
房
公
使
朝
鮮
事
変
の
際
な
り
〇
七
月
三
十
日
金
剛
艦
に
乗
組
み
横

浜
出
帆
、
神
戸
を
経
て
仁
川
に
上
陸
し
、
仁
川
京
城
間
の
測
量
に
従
事
し
、
後
ち
済

物
浦
に
於
て
日
韓
条
約
調
印
の
翌
日
仁
川
解
纜
、
九
月
十
四
日
帰
朝

在
北
京
日
本
公
使
館
附
将
校
不
在
中
、
山
東
省
以
北
駐
在
将
校
管
理
可
致
此
旨
相
達

候
事明
治
十
五
年
九
月
廿
二
日

九
月
廿
六
日
出
発
、
上
海
よ
り
南
京
に
至
り
、
更
に
海
路
芝
罘
に
上
陸
し
、
山
東

直
隷
の
海
岸
に
近
き
地
方
を
陸
行
し
て
天
津
に
出
て
、
十
一
月
十
九

〔
８
頁
〕

日
北
京
に
到
着
せ
り

任 ②

陸
軍
歩
兵
大
尉

明
治
十
六
年
二
月
六
日

叙
正
七
位

明
治
十
六
年
四
月
九
日

清
国
公
使
館
附
被
仰
〔
付
〕
候
事

明
治
十
六
年
六
月
二
日

太
政
官

帰
朝
被
仰
付
候
事
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明
治
十
七
年
八
月
二
日

太
政
官

帰
朝
の
途
次
、
一
般
視
察
の
格
を
以
て
天
津
よ
り
牛
庄
に
寄
港
し
、
就
中
東
靖
氏
の

事
情
を
詳
細
探
究
可
致
候
事

明
治
十
七
年
八
月
七
日

参
謀
本
部

北
京
に
駐
在
す
る
こ
と
前
後
三
年
、
帰
朝
の
命
を
受
る
や
十
月
五
日
北
京
出
発
、

芝
罘
牛
庄
上
海
を
経
て
十
一
月
十
三
日
帰
朝
。

補
参
謀
本
部
管
西
局
員

明
治
十
七
年
十
一
月
十
三
日

陸
軍
省

兼
補
参
謀
本
部
長
伝
令
使

明
治
十
七
年
十
一
月
十
八
日

陸
軍
省

〔
９
頁
〕

清
国
公
使
館
附
被
免
候
事

明
治
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日

太
政
官

特
派
全
権
大
使
伯
爵
伊
藤
博
文
清
国
被
差
遣
候
に
付
、
随
行
被
仰
付
候
事

明
治
十
八
年
二
月
二
十
六
日

太
政
官

同
年
二
月
二
十
八
日
東
京
出
発
、
横
浜
よ
り
水
路
神
戸
長
嵜
〔
長
崎
〕
芝
罘
を
経

て
、
三
月
十
五
日
天
津
に
、
同
十
九
日
北
京
に
到
着
し
、
四
月
十
八
日
天
津
に
於
て

伊
藤
大
使
と
李
鴻
章
と
の
間
協
議
成
立
せ
し
後
ち
、
同
十
九
日
大
使
に
随
ひ
天
津
解

纜
、
下
の
関
神
戸
を
経
て
、
同
二
十
八
日
帰
朝
。

補
参
謀
本
部
第
二
局
課
員
兼
同
部
長
伝
令
使

明
治
十
八
年
七
月
廿
四
日

陸
軍
省

第
二
局
第
一
課
附
被
仰
付
候
事

明
治
十
八
年
七
月
廿
四
日

参
謀
本
部

一
等
給
下
賜
候
事

明
治
十
八
年
八
月
二
十
九
日

陸
軍
省

兼
補
参
謀
本
部
課
僚

兼
参
謀
本
部
長
伝
令
使
如
故

明
治
十
八
年
十
二
月
一
日

陸
軍
省

編
纂
課
附
被
仰
付
候
事

明
治
十
八
年
十
二
月
二
日

参
謀
本
部

〔
�頁

〕

御
用
有
之
印
度
地
方
へ
被
差
遣

明
治
十
九
年
二
月
十
七
日

内
閣

同
年
三
月
二
十
六
日
横
浜
解
纜
、
香
港
、
新
嘉
坡
〔
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
〕
を
経
て
緬
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甸
〔
ビ
ル
マ
〕
の
ラ
ン
グ
ー
ン
に
至
り
、
緬
甸
西
岸
の
各
地
に
寄
港
し
て
、
五
月
四

日
印
度
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
上
陸
し
、
同
月
十
六
日
印
度
政
府
の
避
暑
地
シ
ム
ラ
に
赴

き
、
研
究
の
為
め
滞
在
す
る
こ
と
七
週
間
、
七
月
一
日
シ
ム
ラ
を
発
し
、
亜
富
汗

〔
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
〕
の
国
境
に
至
り
、
更
に
中
央
印
度
を
経
て
南
印
度
の
各
地
を

視
察
し
、
其
南
端
ツ
チ
コ
リ
ン
港
よ
り
乗
船
し
て
錫
蘭
〔
セ
イ
ロ
ン
〕
島
に
渡
り
、

九
月
二
日
コ
ロ
ン
ボ
を
出
帆
し
、
同
廿
五
日
横
浜
に
上
陸
帰
朝
。

免
兼
参
謀
本
部
長
伝
令
使

明
治
十
九
年
四
月
五
日

陸
軍
省

免
兼
職

明
治
十
九
年
十
月
廿
二
日

陸
軍
省

参
謀
本
部
陸
軍
部
編
纂
課
第
二
部
主
事
心
得
兼
勤
被
仰
付

明
治
十
九
年
十
月
廿
二
日

陸
軍
省

〔

�頁
〕

独
逸
国
公
使
館
附
被
仰
付

明
治
二
十
年
三
月
一
日

内
閣

免
本
職

明
治
二
十
年
三
月
五
日

陸
軍
省

参
謀
本
部
陸
軍
部
編
纂
課
第
二
部
主
事
心
得
被
免

明
治
二
十
年
三
月
五
日

陸
軍
省

独
逸
国
留
学
生
徒
取
締
兼
勤
被
仰
付

明
治
二
十
年
三
月
七
日

陸
軍
省

独
逸
国
留
学
生
徒
取
締
兼
勤
中
手
当
と
し
て
一
ヶ
月
銀
貨
五
十
円
を
賜
ふ

明
治
二
十
年
三
月
十
七
日

陸
軍
省

同
年
四
月
三
日
、
東
京
出
発
、
印
度
洋
及
ひ
日
巴
拉
太
〔
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
〕
を
経

て
ブ
レ
ー
メ
ン
に
上
陸
、
五
月
廿
七
日
伯
林
〔
ベ
ル
リ
ン
〕
に
到
着
、
公
使
館
附
武

官
の
勤
務
に
就
き
、
同
二
十
五
年
に
至
る
。

任
陸
軍
歩
兵
少
佐

明
治
二
十
一
年
三
月
廿
七
日

巴
尓
干
〔
バ
ル
カ
ン
〕
半
島
巡
回
被
仰
付

明
治
二
十
二
年
七
月
三
十
一
日

陸
軍
省

〔
�頁

〕

公
使
館
附
武
官
勤
務
中
、
此
命
を
受
け
、
同
年
十
月
十
五
日
伯
林
を
発
し
、
墺
国

〔
オ
ー
ス
ト
リ
ア
〕
を
経
、
塞
尓
維
〔
セ
ル
ビ
ア
〕
、
羅
馬
尼
〔
ル
ー
マ
ニ
ア
〕
、
布

尓

�利
〔
ブ
ル
ガ
リ
ア
〕
、
土
耳
其
〔
ト
ル
コ
〕
、
希
臘
〔
ギ
リ
シ
ャ
〕
、
蒙
的
尼
羅
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〔
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
〕
の
六
ヶ
国
を
視
察
し
、
翌
二
十
三
年
二
月
廿
七
日
伯
林
に
帰
着
。

叙

�
�従

六
位

明
治
二
十
三
年
七
月
三
日

独
逸
国

�
�
�
�
�公

使
館
附
被
免
補
参
謀
本
部
編
纂
課
々
員

明
治
二
十
四
年
十
二
月
十
五
日

陸
軍
省

免
本
職
補
参
謀
本
部
編
纂
課
長

明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

陸
軍
省

明
治
二
十
四
年
一
月
一
日
附
を
以
て
帰
朝
の
途
次
、
騎
馬
に
て
露
西
亜
、
中
央
亜

細
亜
、
蒙
古
、
満
洲
及
ひ
北
清
を
経
歴
せ
ん
こ
と
の
請
願
を
提
出
し
置
た
る
に
左
の

命
令
に
接
せ
り
。

来
る
明
治
二
十
五
年
一
月
帰
朝
の
途
次
、
左
の
通
り
旅
行
を
命
す

但
し
気
候
其
他
の
見
込
に
よ
り
旅
費
額
の
支
弁
し
得
る
限
り
多
少
出
発
期
を
伸
縮
し
、

経
路
を
変
換
す
る
は
苦
し
か
ら
す

〔

	頁
〕

二
十
五
年
一
月
伯
林
を
発
し
、
聖
彼
得
堡
〔
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
〕
に
至
り
、

莫
斯
科
〔
モ
ス
ク
ワ
〕
、

�馬
拉
〔
サ
マ
ラ
〕
を
経
、
西
比
利
亜
〔
シ
ベ
リ
ア
〕
に

入
り
、
阿
摩
斯
科
〔
オ
ム
ス
ク
〕
を
経
て
塞
米
巴
拉
丁
斯
科
〔
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
〕

に
達
し
、
夫
よ
り
都
て
申
出
の
通
り
、
経
過
旅
行
す
べ
し
。
尤
も
浦
潮
斯
徳
〔
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
〕
着
の
後
ち
清
領
に
入
る
と
否
と
は
臨
機
便
宜
に
任
す
べ
し

明
治
二
十
四
年
六
月
五
日

参
謀
総
長
熾
仁
親
王

明
治
二
十
五
年
二
月
十
一
日
単
騎
伯
林
を
発
し
、
波
森
〔
ポ
ー
ゼ
ン
〕
、
襪
尓
沙

瓦
〔
ワ
ル
シ
ャ
ワ
〕
、
哥
威
諾
〔
コ
ヴ
ノ
〕
を
経
て
、
三
月
廿
四
日
聖
彼
得
堡
に
到

着
、
四
月
九
日
該
地
を
発
し
、
同
月
二
十
四
日
莫
斯
科
に
、
六
月
廿
八
日
比
尓
摩

〔
ペ
ル
ミ
〕
に
、
七
月
九
日
烏
拉
〔
ウ
ラ
ル
〕
山
を
越
へ
、
八
月
八
日
阿
摩
斯
科
に

達
し
、
夫
よ
り
道
を
中
央
亜
細
亜
の
方
向
に
転
し
、
同
月
三
十
日
塞
米
巴
拉
丁
斯
科

に
至
り
、
九
月
廿
四
日
亜
尓
泰
〔
ア
ル
タ
イ
〕
山
を
越
て
外
蒙
古
に
入
り
、
道
を
漠

北
蒙
古
の
三
大
部
に
取
り
、
科
布
多
〔
コ
ブ
ド
〕、
烏
里
雅
蘇
台
〔
ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
〕、

庫
倫
〔
ク
ー
ロ
ン
〕
を
経
、
十
一
月
廿
五
日
清
領
の
北
端
買
売
城
を
経
、
露
領
怡
克

図
〔
キ
ャ
フ
タ
〕
に
到
着
し
、
夫
よ
り
ハ
バ
ル
ダ
カ
ン
嶺
を
越
へ
、
具
加
尓
〔
バ
イ

カ
ル
〕
湖
の
南
岸
に
沿
ふ
て
十
二
月
四
日
義
尓
克
斯
科
〔
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
〕
に
達
し
、

再
ひ
湖
岸
に
沿
ふ
て
同
丗
一
日
ヴ
ェ
ル
フ
子
ウ
ジ
ン
ス
ク
に
至
り
、
明
治
二
十
六
年

一
月
十
五
日
智
他
〔
チ
タ
〕
に
、
同
廿
九
日
ス
ト
レ
テ
ン
ス
ク
六
日
子
ル
チ
ン
ス
ク

に
達
し
、
夫
よ
り
悉
勤
喀
〔
シ
ル
カ
〕
河
及
ひ
黒
竜
江
の
氷
上
を
騎
行
す
る
こ
と
三

十
九
日
間
に
し
て

〔


頁
〕

三
月
八
日
ブ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
ス
チ
ェ
ン
ス
ク
に
出
て
、
是
よ
り
道
を
満
洲
に
取
り
、
愛
琿
、

墨
尓
根
〔
メ
ル
ゲ
ン
〕、

齊
々
哈
尓
〔
チ
チ
ハ
ル
〕、

吉
林
、
寧
古
塔
、
琿
春
を
経
て
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又
露
領
に
入
り
、
六
月
十
二
日
浦
潮
斯
徳
に
到
着
し
、
此
に
騎
馬
旅
行
を
終
り
、
同

十
六
日
同
港
解
纜
、
釜
山
、
長
嵜
〔
長
崎
〕
、
下
の
関
を
経
て
神
戸
に
上
陸
し
、
同

二
十
九
日
東
京
に
着
す
。

任

�
�
�

陸
軍
歩
兵
中
佐

明
治
二
十
六
年
二
月
十
六
日

叙
正
六
位

明
治
二
十
六
年
四
月
十
一
日

御

�
�用

有
之
朝
鮮
国
へ
被
差
遣

明
治
二
十
七
年
六
月
六
日

陸
軍
省

東
学
党
の
暴
動
猖
獗
を
極
め
、
清
兵

�山
に
上
陸
し
て
物
情
騒
然
た
り
し
時
な
り
。

乃
ち
其
翌
七
日
東
京
出
発
、
広
島
に
赴
き
、
同
九
日
歩
兵
第
十
一
連
隊
第
一
大
隊
と

同
船
、
宇
品
解
纜
、
同
十
三
日
仁
川
上
陸
、
同
十
四
日
京
城
に
入
る
。

七
月
三
日
大
鳥
公
使
よ
り
政
府
へ
上
申
の
旨
を
帯
ひ
外
務
省
参
事
官
本
野
一
郎
と
共
に

京
城
出
発
、
同
九
日
東
京
に
着
、
同
十
三
日
政
府
よ
り
の
訓
令
を
帯
て
東
京
出
発
、
同

〔

�頁
〕

十
九
日
京
城
帰
着
。

大
本
営
御
用
掛
兼
勤
を
命
す

明
治
二
十
七
年
六
月
九
日

陸
軍
省

大
本
営
附
被
仰
付

明
治
二
十
七
年
十
月
四
日

軍
事
内
局

大
本
営
附
被
免
第
一
軍
司
令
部
附
被
仰
付

明
治
二
十
七
年
十
月
五
日

軍
事
内
局

第
五
師
団
参
謀
被
仰
付

明
治
二
十
七
年
十
月
六
日

第
一
軍
司
令
部

第
五
師
団
参
謀
を
免
し
第
一
軍
司
令
部
附
被
仰
付

明
治
二
十
七
年
十
二
月
八
日

第
一
軍
司
令
部

参
謀
官
と
心
得
べ
し

明
治
二
十
七
年
十
二
月
八
日

第
一
軍
司
令
部

第
一
軍
管
民
政
庁
長
官
心
得
被
仰
付

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
日

第
一
軍
司
令
部

免
第
一
軍
管
民
政
庁
長
官
心
得

明
治
二
十
八
年
三
月
八
日

第
一
軍
司
令
部
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〔
�頁

〕

任
陸
軍
歩
兵
大
佐

明
治
二
十
八
年
三
月
八
日

大
本
営
よ
り
御
用
之
趣
に
付
帰
朝
す
べ
し

明
治
二
十
八
年
四
月
二
十
三
日

第
一
軍
司
令
官
子
爵
野
津
道
貫

御
用
有
之
台
湾
へ
出
張
を
命
す

明
治
二
十
八
年
五
月
十
五
日

大
本
営

此
役
明
治
二
十
七
年
七
月
廿
三
日
京
城
事
変
に
参
与
〇
同
月
廿
九
日
成
歓
に
戦
闘

〇
九
月
十
五
日
平
壌
に
戦
闘
〇
十
月
廿
五
日
鴨
緑
江
付
近
に
戦
闘
〇
十
一
月
五
日
大

孤
山
占
領
〇
同
月
十
七
日
及
ひ
十
八
日
岫
岩
に
戦
闘
〇
二
十
八
年
一
月
十
七
日
及
ひ

廿
二
日
海
城
に
戦
闘
〇
二
月
廿
八
日
海
城
に
戦
闘
〇
三
月
二
日
鞍
山
站
付
近
に
戦
闘

〇
同
月
四
日
牛
庄
城
に
戦
闘
〇
同
月
九
日
田
庄
台
に
戦
闘
〇
又
安
東
県
鳳
凰
城
大
孤

山
岫
岩
海
城
に
民
政
部
を
開
設
し
第
一
軍
占
領
地
域
に
軍
政
を
布
く
。

下
の
関
に
於
る
平
和
条
約
調
印
の
後
ち
京
都
大
本
営
よ
り
帰
朝
の
命
に
接
し
、
四
月

廿
四
日
復
州
出
発
、
大
連
旅
順
を
経
て
、
五
月
五
日
京
都
に
着
、
同
月
十
五
日
更
に

台
湾
へ
出
張
を
命

〔

�頁
〕

せ
ら
れ
樺
山
台
湾
総
督
の
指
揮
に
属
す
〇
同
月
十
七
日
京
都
出
発
、
同
月
廿
一
日
八

重
山
艦
に
て
宇
品
解
纜
、
同
月
廿
二
日
長
崎
に
於
て
浪
速
艦
に
移
乗
、
同
月
廿
五
日

淡
水
港
外
に
投
錨
せ
り
。
同
月
廿
六
日
前
の
台
湾
巡
撫
は
台
湾
に
共
和
政
治
を
布
告

し
、
淡
水
の
砲
台
に
青
虎
旗
を
掲
け
て
二
十
一
発
の
祝
砲
を
放
ち
、
降
伏
明
白
と
な

れ
り
。
次
て
我
軍
台
湾
北
部
を
討
伐
す
る
に
及
ひ
先
つ
基
隆
淡
水
の
混
乱
を
整
理
し
、

既
に
受
命
の
任
務
を
終
り
た
る
を
以
て
、
六
月
廿
五
日
淡
水
を
発
し
、
台
北
を
経
て

基
隆
に
出
て
、
七
月
一
日
該
地
解
纜
、
長
嵜
〔
長
崎
〕
神
戸
を
経
て
、
同
月
七
日
東

京
に
帰
着
す
。

御
用
有
之
亜
欧
両
洲
へ
被
差
遣

明
治
二
十
八
年
八
月
廿
二
日

陸
軍
省

同
年
十
月
五
日
東
京
出
発
、
三
十
年
三
月
廿
五
日
帰
朝
す
。
旅
行
日
数
五
百
三
十

三
日
、
此
間
埃
及
〔
エ
ジ
プ
ト
〕、
拏
比
亜
〔
ヌ
ビ
ア
〕、
土
耳
其
、
高
加
索
〔
コ
ー

カ
サ
ス
〕
、
中 マ

亜 マ

細
亜
、
波
斯
〔
ペ
ル
シ
ャ
〕
、
印
度
、
緬
甸
、
暹
羅
〔
シ
ャ
ム
〕
、

安
南
、
東
京
を
游
歴
視
察
せ
り
。

�

〔

�頁
〕

叙
従
五
位

明
治
二
十
八
年
十
一
月
十
五
日

補

�参
謀
本
部
第
三
部
長

明
治
二
十
九
年
五
月
十
一
日

陸
軍
省

御

�用
有
之
清
国
へ
被
差
遣
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明
治
三
十
年
六
月
二
十
五
日

陸
軍
省

七
月
廿
七
日
起
程
、
北
京
営
口
天
津
南
京
漢
口
武
昌
に
至
り
、
九
月
廿
五
日
帰
朝

東
宮
御
用
掛
被
仰
付

明
治
三
十
一
年
三
月
二
日

宮
内
省

免

�本
職
補
参
謀
本
部
第
二
部
長

明
治
三
十
二
年
一
月
十
六
日

陸
軍
省

御
用
有
之
清
国
へ
被
差
遣

明
治
三
十
二
年
三
月
廿
四
日

陸
軍
省

三
月
三
十
日
起
程
、
上
海
杭
州
南
京
武
昌
漢
口
に
至
り
、
五
月
十
二
日
帰
朝
。

任

�陸
軍
少
将

明
治
三
十
三
年
四
月
廿
五
日

〔

�頁
〕

兼
補
西
部
都
督
部
参
謀
長

明
治
三
十
三
年
四
月
廿
五
日

内
閣

清

�国
臨
時
派
遣
隊
司
令
官
被
仰
付

明
治
三
十
三
年
六
月
十
六
日

内
閣

叙
正
五
位

明
治
三
十
三
年
七
月
十
日

第
五
師
団
司
令
部
付
被
免

明
治
三
十
三
年
九
月
六
日

内
閣

北
清
連
合
軍
総
指
揮
官
幕
僚
と
し
て
差
遣
被
仰
付

明
治
三
十
三
年
九
月
六
日

内
閣

北
清
拳
匪
の
乱
猖
獗
と
な
る
や
臨
時
派
遣
隊
司
令
官
を
命
せ
ら
れ
、
在
清
国
居
留

民
及
ひ
公
使
館
保
護
の
為
め
、
六
月
十
九
日
宇
品
解
纜
○
同
廿
五
日
大
沽
上
陸
○
同

廿
九
日
天
津
へ
前
進
○
七
月
一
日
溜
米
廠
付
近
戦
闘
〇
同
六
日
天
津
城
砲
撃
○
同
九

日
東
家
楼
及
ひ
海
光
寺
機
器
局
戦
闘
○
同
十
三
日
天
津
城
攻
撃
日
英
米
仏
伊
墺
兵
連

合
の
指
揮
を
執
る
○
同
十
四
日
未
明
天
津
城
陥
落
○
此
時
北
京
各
国
公
使
館
区
域
の

〔

�頁
〕

攻
囲
益
々
急
に
し
て
救
援
の
必
要
非
常
に
切
迫
し
、
各
国
の
増
援
兵
続
々
到
着
し
、

我
第
五
師
団
長
山
口
中
将
師
団
全
部
を
卒
て
天
津
に
到
着
す
る
に
及
ひ
、
臨
時
派
遣

隊
を
解
か
れ
、
第
五
師
団
長
の
令
下
に
属
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
同
廿
一
日
よ
り
第
五

師
団
司
令
部
附
と
し
て
師
団
長
を
補
佐
す
る
こ
と
ゝ
な
る
〇
同
廿
七
日
騎
兵
第
五
連

隊
第
二
中
隊
唐
家
湾
付
近
敵
情
偵
察
に
参
与
〇
八
月
五
日
北
倉
付
近
の
戦
闘
に
参
与

〇
同
六
日
揚
〔
ま
た
は
楊
〕
村
付
近
の
戦
闘
に
参
与
〇
同
八
日
南
蔡
村
付
近
の
戦
闘

に
参
与
〇
同
九
日
河
西
務
付
近
の
戦
闘
に
参
与
〇
同
十
日
馬
頭
付
近
の
戦
闘
に
参
与
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〇
同
十
一
日
張
家
湾
付
近
の
戦
闘
に
参
与
〇
同
十
二
日
通
州
占
領
〇
同
十
四
日
北
京

攻
撃
○
同
日
没
歩
兵
一
大
隊
を
卒
て
東
便
門
及
ひ
崇
文
門
を
経
て
先
つ
北
京
に
入
り
、

公
使
館
区
域
に
達
し
、
英
国
と
共
に
各
国
公
使
及
ひ
居
留
民
を
保
護
す
〇
九
月
十
日

御
用
有
之
北
京
出
発
帰
朝
の
途
に
就
く
○
同
十
四
日
大
沽
に
於
て
御
用
済
と
な
り
帰

朝
を
止
め
、
直
に
北
京
に
帰
還
す
〇
九
月
六
日
第
五
師
団
司
令
部
附
被
免
○
同
日
北

清
連
合
軍
総
指
揮
官
幕
僚
と
し
て
差
遣
被
仰
付
同

〔

�頁
〕

廿
六
日
北
京
出
発
、
同
廿
七
日
天
津
到
着
、
連
合
軍
総
指
揮
官
ワ
ル
デ
ル
ゼ
ー
元
帥

の
司
令
部
に
合
す
〇
十
月
十
七
日
ワ
ル
デ
ル
ゼ
ー
元
帥
と
共
に
北
京
入
城
儀
鸞
殿
に

入
る
○
明
治
三
十
四
年
五
月
廿
二
日
休
暇
帰
朝
許
可
せ
ら
れ
、
北
京
出
発
、
帰
朝
の

途
に
就
き
、
六
月
四
日
馬
関
上
陸
、
同
六
日
東
京
に
到
着
。

御

�用
有
之
南
清
地
方
へ
被
差
遣

明
治
三
十
四
年
八
月
五
日

陸
軍
省

八
月
十
六
日
出
発
、
上
海
、
杭
州
、
蘇
州
、
南
京
、
武
昌
、
漢
口
、
福
州
、
厦
門
、

仙 マ
マ頭
、
香
港
、
広
東
を
視
察
し
、
十
月
三
十
一
日
帰
朝

天
長
節
観
兵
式
諸
兵
参
謀
長
被
仰
付

明
治
三
十
四
年
十
月
二
十
二
日

内
閣

東

�宮
行
啓
地
へ
一
周
〔
週
〕
一
回
出
張
被
仰
付

明
治
三
十
四
年
十
一
月
十
六
日

宮
内
省

東
宮

�
�
�
�
	行
啓
地
へ
一
周
一
回
出
張
被
仰
付

明
治
三
十
五
年
五
月
十
七
日

宮
内
省

彰
仁
親
王
殿
下
大
不
列
顛
〔
大
ブ
リ
テ
ン
〕
国
皇
帝
皇
后
両
陛
下
戴
冠
式
参
列
と
し

て
被
差
遣
候
に
付
、
随
行
被
仰
付

明
治
三
十
五
年
五
月
十
七
日

宮
内
省

〔


頁
〕

五
月
廿
三
日
横
浜
解
纜
、
加
拿
他
〔
カ
ナ
ダ
〕
及
ひ
新
約
克
〔
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〕

を
経
て
竜
動
〔
ロ
ン
ド
ン
〕
に
至
り
、
彰
仁
親
王
殿
下
に
随
行
し
て
英
仏
西
三
ヶ
国

を
歴
游
し
、
再
ひ
竜
動
に
帰
り
、
日
英
同
盟
条
約
に
連
繋
し
、
英
国
軍
事
当
局
者
と

秘
密
協
約
を
締
結
し
、
印
度
内
地
視
察
の
途
次
大
患
に
罹
り
て
安
巴
拉
〔
ア
ン
バ
ラ
〕

衛
戍
病
院
に
入
り
、
十
二
月
二
十
九
日
帰
朝
。

参
謀
本
部

�
�

�
�
�
�次

長
事
務
取
扱
兼
勤
被
仰
付

明
治
三
十
六
年
十
月
五
日

内
閣

参
謀
本
部
次
長
事
務
取
扱
兼
勤
被
免

明
治
三
十
六
年
十
月
十
二
日

内
閣
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大
�本

営
陸
軍
参
謀

明
治
三
十
七
年
二
月
十
一
日

大
本
営
陸
軍
参
謀
被
免
満
洲
軍
参
謀
被
仰
付

明
治
三
十
七
年
六
月
二
十
日

内
閣

叙

�
�従

四
位

明
治
三
十
八
年
七
月
二
十
日

〔

�頁
〕

特
派
全
権
大
使
随
員
被
仰
付

明
治
三
十
八
年
十
一
月
十
三
日

内
閣

明
治
三
十
七
年
日
露
戦
役
に
当
り
二
月
十
一
日
大
本
営
陸
軍
参
謀
を
命
せ
ら
れ
、

六
月
一
日
満
洲
軍
総
司
令
部
設
置
せ
ら
る
ゝ
に
際
し
、
同
二
日
満
洲
軍
参
謀
被
仰
付
、

七
月
六
日
総
司
令
官
侯
爵
大
山
元
帥
に
随
ひ
東
京
出
発
、
同
十
日
宇
品
解
纜
、
同
十

五
日
青
泥
窪
上
陸
○
引
続
き
大
石
橋
及
ひ
海
城
付
近
の
戦
闘
に
参
与
〇
八
月
よ
り
引

続
、
鞍
山
店
、
首
山
堡
、
遼
陽
に
戦
闘
〇
十
月
十
日
よ
り
沙
河
付
近
の
会
戦
に
参
与

〇
明
治
三
十
八
年
一
、
二
月
黒
十
一
月
廿
二
日
総
司
令
官
の
別
命
を
帯
ひ
旅
順
方
面

に
赴
き
、
第
三
軍
司
令
部
の
所
在
地
柳
樹
房
に
至
る
○
同
廿
六
日
松
樹
山
鶏
冠
山
一

帯
の
正
面
攻
撃
の
時
よ
り
十
二
月
五
日
二
〇
三
高
地
攻
略
の
時
ま
て
の
戦
闘
に
参
与

〇
同
六
日
出
発
、
同
八
日
満
洲
軍
総
司
令
部
所
在
地
煙
台
に
帰
着
〇
明
治
三
十
八
年

一
、
二
月
黒
溝
台
の
戦
闘
に
参
与
〇
同
十
五
日
密
使
を
帯
ひ
煙
台
出
発
、
天
津
に
赴

き
、
直
隷
総
督
袁
世
凱
と
会
談
し
、
同
廿
六
日
煙
台
に
帰
着
○
明
治
三
十
八
年
一
、

二
月
黒
溝
台
の
戦
闘
に
参
与
〇
二
、
三
月
奉

〔

�頁
〕

天
の
会
戦
に
参
与
〇
三
月
十
三
日
煙
台
出
発
、
同
日
奉
天
に
入
る
○
同
十
八
日
奉
天

出
発
、
新
民
屯
に
赴
き
、
我
軍
占
領
後
の
処
置
を
為
し
、
同
廿
一
日
出
発
、
同
日
奉

天
に
帰
着
○
満
洲
全
軍
休
戦
条
約
締
結
の
為
め
、
九
月
八
日
奉
天
出
発
、
同
九
日
昌

図
停
車
場
到
着
、
同
十
三
日
西
沙
河
子
北
方
道
路
上
に
於
て
露
軍
の
全
権
委
員
と
出

会
し
休
戦
条
約
を
協
定
し
、
同
十
四
日
奉
天
に
帰
着
○
同
十
九
日
特
命
を
帯
ひ
て
奉

天
出
発
、
新
民
屯
を
経
て
北
京
天
津
に
赴
き
、
同
廿
六
日
奉
天
に
帰
着
○
日
露
両
軍

撤
兵
順
序
及
ひ
鉄
道
受
渡
協
定
の
為
め
、
十
月
廿
八
日
奉
天
出
発
、
同
三
十
日
四
平

街
停
車
場
に
赴
き
、
露
軍
の
全
権
委
員
と
協
議
決
定
し
、
同
丗
一
日
調
印
、
十
一
月

一
日
奉
天
に
帰
着
○
小
村
全
権
大
使
北
京
に
赴
く
に
付
随
員
被
仰
付
、
同
十
三
日
奉

天
出
発
、
同
十
五
日
北
京
到
着
○
十
二
月
廿
八
日
天
津
出
発
、
明
治
三
十
九
年
一
月

一
日
横
浜
に
上
陸
帰
朝
。

英
国
皇
族
プ
リ
ン
ス
、
ア
ー
サ
ー
、
オ
ヴ
、
コ
ン
ノ
ー
ト
殿
下
来
航
に
付
、
接
伴
員

被
仰
付

明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
日

宮
内
省

〔

�頁
〕

御
用
有
之
広
島
へ
出
張
被
仰
付

明
治
三
十
九
年
三
月
四
日

宮
内
省
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明
�
�治

三
十
七
八
年
戦
役
陸
軍
凱
旋
観
兵
式
諸
兵
参
謀
被
仰
付

明
治
三
十
九
年
四
月
十
四
日

内
閣

免
本
職
補
参
謀
本
部
次
長

明
治
三
十
九
年
四
月
十
六
日

内
閣

陸
軍
勲
功
調
査
委
員
被
仰
付

明
治
三
十
九
年
四
月
十
八
日

内
閣

明
治
三
十
七
八
年
戦
役
第
一
勲
績
審
査
委
員
被
仰
付

明
治
三
十
九
年
五
月
十
四
日

内
閣

御
用
有
之
清
国
へ
被
差
遣

明
治
三
十
九
年
五
月
三
十
一
日

内
閣

六
月
十
日
東
京
出
発
、
韓
国
を
経
て
奉
天
に
至
り
、

�嶺
、
公
主
嶺
、
遼
陽
、
大

連
、
旅
順
、
営
口
、
新
民
屯
、
山
海
関
、
天
津
、
北
京
、
保
定
を
巡
視
し
、
七
月
廿

一
日
天
津
出
発
、
同
廿
五
日
馬
関
上
陸
、
同
廿
七
日
帰
京
。

〔

�頁
〕

任
陸
軍
中
将

明
治
三
十
九
年
七
月
六
日

東
宮
葉
山
行
啓
地
へ
一
周
〔
週
〕
一
回
出
張
被
仰
付

明
治
四
十
年
二
月
二
日

宮
内
省

御
用
有
之
満
洲
及
韓
国
へ
被
差
遣

明
治
四
十
年
七
月
十
一
日

陸
軍
省

八
月
一
日
東
京
出
発
、
京
城
、
安
東
県
、
大
連
、
奉
天
、
長
春
、
吉
林
、
哈
尓
賓

〔
ハ
ル
ビ
ン
〕、
旅
順
を
巡
視
し
、
九
月
一
日
帰
朝
。

依
勲
功
特
授
男
爵

明
治
四
十
年
九
月
廿
一
日

勲
功
に
依
り
特
に
金
壱
万
円
を
賜
ふ

明
治
四
十
年
九
月
廿
一
日

宮
内
省

〔

�頁
〕

〔
白
紙
、
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
〕

〔
以
上
〕

（
原
稿
受
付

二
〇
二
〇
年
六
月
二
四
日
）
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